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人のうごき【8月31日現在】 
総　　人　　口 
外国人登録人口 

54,876（-23） 
389（  -3） 

男　26,172（-28） 
男　 　180（  -1） 

女　28,704（ 5） 
女　 　209（-2） 

世帯数　22,910（ 2） 
世帯数　 　269（-3） 

※総人口・世帯数には外国人登録を含む 

※(　)内は前月からの増減を示しています。 

▼
市
が
経
営
に
参
画
し
て
い
る
周
南
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
、
平
成
３
年
の
開

校
以
来
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
卒
業
生
を

社
会
に
送
り
出
し
、
即
戦
力
の
情
報
処
理
技

術
者
が
確
保
で
き
る
質
の
高
い
学
習
環
境
を

有
す
る
学
校
と
し
て
、
地
元
企
業
等
か
ら
信

頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
し
か
し
こ
こ

数
年
、
少
子
化
の
影
響
な
ど
で
入
学
者
数
が

減
少
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
在
学
生
の
や
る

気
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
生
徒
へ

の
き
め
細
か
い
指
導
に
加
え
て
、
最
新
鋭
の

機
器
を
導
入
す
る
な
ど
、
学
習
環
境
の
一
層

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
▼
今
年

は
学
校
見
学
会
に
体
験
授
業
な
ど
も
取
り
入

れ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
人
気
の
あ
る

分
野
に
触
れ
合
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
企
画

し
て
い
ま

す
。
▼
興
味

が
あ
る
人

は
、
一
度
参

加
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の

世
界
を
感
じ

て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ

う
か
。

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
生
募
集

■日時　11月7日(土)  12時30分～16時30分
■場所　大和スポーツセンター
■問合せ　文化振興課　 0833(74)3607

主な内容　
■アトラクション■
　唱歌劇「藤公の母」（児童合唱団ひかり）
　合吟「伊藤公絶筆」（吟詠宝山流山口支部）
■基調講演■　
　演題「伊藤博文の生涯
　　　　～68年の夢と業績・人がら・家庭～」　
　講師　伊藤之雄教授（京都大学法学部教授）
■シンポジウム■　
　テーマ「この国をつくる～伊藤博文の挑戦～」
・司会者
　伊藤之雄（京都大学法学部教授）
・報告者　
　奈良岡聰智（京都大学大学院准教授）
　瀧井一博（国際日本文化研究センター准教授）
・パネラー　
　小林道彦（北九州大学教授）
　中西　寛（京都大学公共政策大学院教授）
　家永勝行（伊藤公の生涯を考える会代表）

　今年は「内閣の父」として多大な功績を残
した初代内閣総理大臣伊藤博文公が没して
100年という節目の年です。
　市では、同公の教えや業績を未来につなげ
るため「初代内閣総理大臣伊藤博文公没後
100年記念大会」を開催します。
　記念大会では、市内外の皆さんや、次世代
を担う青少年が、伊藤公の生涯や人柄、業績
や足跡など、幅広い観点から考え、学ぶこと
ができる機会となるよう、右記のとおり基調
講演やシンポジウムを開催することにしてい
ます。

※「広報ひかり」は、市民の皆さんがさらに読みやすく、親しみやすくするため、10月10日号
　から、紙面スタイルや文字の大きさなどを見直します。どうぞ、ご愛読ください。


